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日立グループが「ＣＯ2削減／ライトダウンキャンペーン」に参加 
日立グループ夏季節電運動の一環として、全国157 拠点で看板照明などを消灯 

 
日立グループは、13 年連続で環境省が実施する「CO2 削減／ライトダウンキャンペーン」に参加します。

環境省では、2003 年から地球温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭の照明の消灯を呼び掛ける

「CO2削減／ライトダウン キャンペーン」を実施しており、日立グループは同キャンペーンが開始された2003
年から継続して参加しています。今年は、6 月 22 日（夏至の日）と 7 月 7 日（七夕・クールアース・デー）両

日の 20 時から 22 時までの 2 時間を特別実施日として設定しており、日立グループは本実施日に全国

157拠点で、ネオンや看板照明、構内外灯などの消灯を実施します。この 2日間の消灯により、日立グルー

プの電力使用削減量は、約7,400kWhとなる見込みです。 
 
日立グループは、5 月より「日立グループ夏季節電運動」として、各種の節電施策を推進しており、その一

環としてネオンや広告塔などを含む照明を消灯する節電施策を推進しています。本キャンペーンに連動し

た活動では、特別実施日の 6 月 22 日と 7 月 7 日の 20 時から 22 時の間に、通天閣(大阪市)や駅前など

の看板照明、各製造拠点の構内外灯やオフィス照明の一部の消灯を実施する予定です。また、「日立グル

ープ夏季節電運動」の期間である 5 月から 10 月にかけて、継続的にライトダウンに取り組んでいきます。こ

れらの活動により、電力使用量を約107万kWh *1削減する見込みです。 
日立が推進している「日立グループ夏季節電運動」では、こうしたライトダウンによる節電施策のほかにも、

クールビズや PC などの節電モードの徹底、工場・支社でのグリーンカーテン*2 の実施など、グループをあ

げた節電運動を行っています。また、2015 年 3 月には、日立グローバルライトダウンキャンペーンとして世

界の日立グループでライトダウンを実施するなど、電力使用量の削減に積極的に取り組んでいます。 
 
日立は、「地球温暖化の防止」「資源の循環的な利用」「生態系の保全」を重要な三つの柱として、製品の

全ライフサイクルにおける環境負荷低減をめざしたグローバルなモノづくりを推進し、持続可能な社会の実

現に貢献していきます。 
 
*1: 電力削減量約107万kWhは、CO2削減量590t-CO2に相当。CO2排出係数は、0.551 kg-CO2/ kWh(温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度に

示された電気事業者別のCO2排出係数（2013年度実績）)を使用。  
*2:グリーンカーテン：つる性植物を窓や壁に沿って育成することにより、葉の蒸散作用と太陽の遮断効果から室温を 3～5度程度低減させることができる

取り組み。 
 
 
■お問い合わせ先 

株式会社日立製作所 CSR・環境戦略本部 企画部 [担当：長岡] 
〒100-8220 東京都千代田区丸の内一丁目6番1号 
電話：03-4235-5810 (直通) 
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